







② 人権学習（長島愛生園・中学 3 年生） 
③ 年頭行願（長浜市・高校 2 年生） 


















＊一燈園（京都市山科区：小中高全生徒数 105 名〈2019 年 11 月〉，65 年間の高校卒業生数は 350 名）   
 
２ ①「いのちとこころ」              
 以下は相大二郎氏の経験したあるエピソードである。 




        いのちは 
           なにが 
25
             ちがうんですか 
        おしえてください。 



























２ ② 人権学習 （長島愛生園〈国立ハンセン病療養所〉中学 3 年生・6 月）           
人権学習は一燈園中学校の修学旅行でもある。愛生園での現地調査を経て，夏期学校の
講座担当者として，彼らは全教職員＆生徒を対象に「人権学習」について発表する。 
一燈園中学校人権学習旅行の生徒たちに交じって，2009 年 6 月に私は初めて長島愛生園
に足を運んだ。歴史館学芸員田村朋久さんの案内で園内見学に同行した。年間 3,000 人を
越す見学者の中に，多くの中学高校生がいるが，田村さんは一燈園の生徒との出会いは特


















































２ ④ 夏期学校（一燈園・中学生＆高校生・7 月） 
この夏期学校は講師にとっても，生徒にとっても，自らの可能性への挑戦の場であり，
自分探しの場でもある。また授業奉仕によって創りだされる新しい学習環境の実験舞台で





期学校を企画している。なんとも不思議なコラボレーションだ。2007 年 8 月 28 日付京都
新聞朝刊「進学校教師が夏期学校」，同 8 月 28 日付産経新聞朝刊「真の知恵をつかんで」，
そして 8 月 29 日付朝日新聞夕刊「教育の姿を問い直す」という見出しで，一燈園夏期学校
の活動内容を掲載した。25 名の講師が手弁当で授業奉仕に集い，「学習」「汗」「祈り」を
教育理念とする一燈園教育の中に身を置き，一人の教師として，自らに向き合った 2 日間
が紹介された。この 10 年間で延べ 224 名の講師が授業奉仕に参加した。この授業奉仕活動
は島根，福島，北海道等各地域に広がり根づいている。特に 2011 年 3 月 11 日東日本大震
災以後，福島県立相馬高校を中心に，県内各地の授業奉仕活動に参加した講師数は延べ 88
名，協力者は 42 名，受講生徒数は 8,090 名に上った。 






















































・『瀬戸の潮鳴り』松田範祐著 文芸社  
・『石蕗の花咲く』田端明著 法藏館 
・『わたしを離さないで』カズオ・イシグロ著 ハヤカワ epi 文庫  
・『科学季評・弱まる科学への信頼・山極寿一』朝日新聞 2018 年 11 月 10 日朝刊 
・「燈影通信」2015 年 4 月号（相大二郎） 
・「燈影通信」2018 年 4 月号（樋口あまね）  




・『EdTech が変える教育の未来』佐藤昌宏著 インプレス 
・『ルポ貧困大国アメリカ』堤未果著 岩波新書 
・『新島襄全集』第一巻「同志社大学設立の旨意」 
・『いのちって何』相大二郎著 ＰＨＰ出版 
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